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逆選択 

 

【モデルの想定】 

２期間ライフサイクル・モデル 

消費者はｐの確率で１期末で死んでしまうか，１－ｐの確率で２期間（０現役期，１引退

期）を生きる 

現役期に Yの労働所得，Iの遺産を得て，現役期の消費 C１，遺贈可能な資産 B，終身年金

Aに分配する 

YIABC +=++1  

遺贈可能な資産の金利はｒB 

１期末で死亡した場合は，Bの元利合計が遺産 BDとしてのこされる。 

( )BrB BD += 1  

引退期に生きている場合には，遺贈可能資産と終身年金の元利合計から遺産 BSを引いたも

のを消費する 

( ) ( ) SAB BArBrC −+++= 112  

効用関数は， ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )SD BVpCUpBpVCU −+−++ 11 21  

利潤と事務費用がなければ，
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【逆選択】 

ｐが違う消費者が存在する 

情報の非対称性のため，保険会社は個々の加入者のｐを知ることができない 

市場が成立する場合，異なるｐをもつ個人について同じ保険契約を提供するか（一括均衡），

違った保険契約を提供して消費者の自己選択によって選別するか（分離均衡）の２つの場

合があり得る 

場合によっては，市場が成立しないことがある。そのとき，全員を強制加入させることに

よってパレート改善的になる可能性がある 
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